
資料４

鹿児島県避難退域時検査及び簡易除染実施計画の策定について

１ 計画策定前の主な取組

平成２９年度：「川内地域の緊急時対応」において，原子力事業者は避難退

域時検査に９００人程度を動員する旨を記載

〃 ：避難退域時検査場所の２１候補地(別添参照)の選定・公表

令和 ３年度：検査等に必要な資機材（２会場分）の整備

令和 ５年度：検査等に必要な資機材（２会場分）の整備（追加）

※ 毎年度の原子力防災訓練において，避難退域時検査等の訓練を実施

２ 計画策定の趣旨

避難退域時検査及び簡易除染（以下，「検査等」という。）の実施には，多

数の要員や資機材が必要であり，また，原子力事業者等の協力が不可欠であ

ることから，緊急時に円滑に対応するため，実施場所の選定方法や要員の動

員計画，資機材の運搬計画等について定めた実施計画を策定

３ 計画の策定時期

令和６年３月２９日

４ 主な内容

⑴ 検査等の実施主体

・ 県災害対策本部

※ 国の原子力災害対策本部からの指示に基づき，検査等を実施

⑵ 避難退域時検査場所の選定

・ 避難退域時検査場所は，県災害対策本部において，候補地の中から被

災の状況，避難・一時移転の対象となる区域の人口，避難経路，避難車

両数及び避難退域時検査場所の規模等を踏まえて選定
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⑶ 検査等の要員

・ 検査等を実施するための要員（原子力事業者は９００人）について，

その役割及び活動内容等を記載（会場の開設数等に応じて要員等を配置）

・ 県及び原子力事業者は，検査等の要員が原子力防災に関する基礎的な

研修や機器の取扱いに関する研修を受講できるよう努力

⑷ 検査等の資機材

・ 県が保有する検査等に必要な資機材については，「緊急・救援物資等

輸送に関する協定」に基づき，県災害対策本部から（公社）鹿児島県ト

ラック協会に要請して運搬

⑸ その他

・ 会場の運営及び管理に関する事項や避難退域時検査場所毎の会場レイ

アウト等を掲載

５ 今後の対応案

引き続き，原子力防災訓練において，当該計画に基づいた避難退域時検査

等の訓練を積み重ねることで，より実効性を高めるとともに，必要に応じて

内容の見直しを検討することとしたい。
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出典：川内地域の緊急時対応（内閣府） 

別 添 

【避難退域時検査場所候補地一覧】 

 施 設 名 所在市町 

① 川床コミュニティ運動場 長島町 
② 長島町城川内運動場 長島町 
③ 旧サンセット長島跡地広場 長島町 
④ 出水市総合運動公園及び出水市総合体育館 出水市 
⑤ 北 地域振興局出水支所 出水市 
⑥  摩総合運動公園 さつま町 
⑦ 宮之城総合運動公園 さつま町 
⑧ 柏原グラウンド さつま町 
⑨ 中甑漁港  摩川内市 
⑩ 県道３４８号(上甑町中野地区)  摩川内市 
⑪ 姶良市蒲生体育館 姶良市 
⑫ 県森林技術総合センター 姶良市 
⑬ 伊集院総合運動公園 日置市 
⑭ 日置市総合体育館及び日置市中央公民館 日置市 
⑮ 日吉総合体育館 日置市 
⑯ 日置市吹上浜公園体育館 日置市 
⑰ 日置市吹上中央公民館 日置市 
⑱ 県立農業大学校 日置市 
⑲ 郡山総合運動場 鹿児島市 
⑳ 松元平野岡運動公園 鹿児島市 
㉑ 県立サッカー・ラグビー場 鹿児島市 
 ２１箇所 − 

 

【避難退域時検査場所候補地位置図】 
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